
訪問車両を贈呈されました
　12月１日、地域支えあいセンター（上村良親セン
ター長）にブラザー工業株式会社（出原遠宏グループ
マネージャー）から、訪問車両が贈呈されました。こ
の贈呈車両は、ブラザーグループの従業員一人一人の
寄付で購入されたもの。出原グループマネージャーは、
「従業員一人一人が御船町のために“何か役に立ちた
い”という熱い思いがこもっています。」と語りました。
同センター長は、「職員一同、大事に使わせていただ
きます」と話しました。

伝統行事　玉虫節頭まわし
　五穀豊穣や無病息災を山の神に感謝し、一升三合三
勺
しゃく

（約2.4㍑）の大杯に注がれた酒を飲み回す伝統行
事「節頭まわし」が12月４日に行われました。神事
の後、玉虫公民館で開宴され、約30人が参加。江戸
時代から続くこの行事は、玉虫地区の上組・中組・下
組の集落ごとに分かれた男衆が、年輩者から順番に酒
を飲み、最後の一人が飲み干した後、大杯を頭の上に
かざします。玉虫区の増田公紀区長は「来年は平穏な
年であってほしい」と話し、一年を締めくくりました。

田代東部公民館で福祉もちつき
　12月４日、田代東部公民館で一人暮らし高齢者に
友愛訪問をするために福祉もちつきが行われました。
この行事は、田代東部地区社会福祉協議会の年間行事
の一つであり、同協議会（麻井利昭会長）と田代東部
公民館（宮村公文会長）が主催。今年も、九州中央自
動車道の工事を請け負っている建設会社（６社）が手
伝いに来られ、もちつきに精を出しました。出来上がっ
たもちは参加者でおいしくいただき、一人暮らしの高
齢者には、田代地区の6カ所を手分けして回り、赤飯
や洗剤などを配って見守り訪問をしました。

12月３日祭りとお堂落成式
　南田代第１区の染野地区で12月３日祭りとお堂の
落成式が行われました。今回の震災で染野地区の地域
のふれあいの場であったお堂が被災し、倒壊したため
建て替えられました。お堂は染野地区の人たちから寄
付を集めて建てたもの。お堂に祀られている３人の神
様にお神酒上げをし、集まった人たちはお堂での思い
出を語り合いました。染野地区に住む山田桂次さんは、
「みんなのよりどころが元に戻って安心しています。
これからも大切に使っていきたい」と話しました。

1_もちつきをする㈱八方建設の西村健さん　2_一人暮らしのお所に訪
問する様子　3_見守りタイ♥の腕章をつけて訪問しました

　みんなのプレーで寒さをふっとばせー！

さわやか会の指導者に作り方を教わる児童たち

御船でキッズバレーボール大会
　12月11日、御船小学校体育館で御船「があーっぱ
＆恐竜の里」キッズバレーボール大会が開催されまし
た。大会は町バレーボール協会（渡邉信一会長）が
主催し、県内外合わせて、32チームが参加。試合は、
小学生スマイルバレー・ソフトバレー、未就学児ソフ
トバレーと３部に分かれて行い、子どもたちの点が決
まった後の掛け声や、周りの応援で盛り上がりました。
宮崎県日南市から出場した北郷少女バレーボールクラ
ブの田中里音さん（３年）は、「楽しかったです。ま
た御船でプレーしたいです」と語りました。

みんなで仲良くミニ門松作り
　12月13日、御船町認定農業者同友会女性部（横山
真由美会長）による、ミニ門松作りの研修会が行われ
ました。同会は、楽しくお話ししながら、門松を作り、
女性部同士の親睦と交流を図ることが目的。横山会長
を講師に、正月飾り用のミニ門松作りが行われ、41
人が参加。門松には竹や松などを使用し、それぞれ風
情があるものに仕上がりました。完成したミニ門松の
一部は町内の小中学校等へ贈呈されました。

御船小学校で食育体験学習
　12月９日、御船小学校と御船町保健センターの２
箇所で食生活改善推進員協議会（山下明美会長）が６
年生を対象に食育体験学習を行いました。この取り組
みは、地産地消活動を通して食・農・健康の大切さを
理解することが目的。体験学習で児童たちは、指導者
に教わりながら、呉汁とほうれん草の卵とじを作りま
した。児童たちは、慣れない包丁さばきで時には指導
者から熱のある指導を受けていました。参加した今井
純くんは、「次はまぜご飯を作って、家族に食べさせ
たい」と笑顔で話しました。

お茶でうがいをしましょう！
　12月14日、郡内の茶業後継者でつくる上益城茶業
青年会（野田大輔会長）から、町内の全小学校にうが
い用のお茶パックが贈呈されました。今回の震災でお
茶の生産を止める農家もいた中、子どもたちの健康を
守りたいという強い思いがあり、今年で８回目を迎え
ました。お茶に含まれるカテキンは、インフルエンザ
や風邪予防に効果があるといわれています。野田会長
は「お茶でうがいをすることで風邪予防になります。
それをきっかけにお茶に親しんでもらえればうれしい
です」と話しました。

立派なお堂ができました

お茶を本田教育長へ渡す野田会長（右から３番目）

この車両で仮設住宅や各地区を訪問します

賑わいながら、門松を作っている様子 大杯を頭の上にかざすと参加者から盛んな拍手が送られました
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